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餅

．
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一年の無事を願って
　穏やかな小正月、芝峠温泉の裏では今年も盛

大に『どんど焼き』が開催されました。宿泊客

や入浴客など約200人が参加して楽しい一時を

過ごし、交流を深めながらそれぞれの願いを託

していました。今年がいい年でありますように。
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韻臨の確定申告が

始まります

　
平
成
七
年
分
の
所
得
税
・
町
県
民

税
な
ど
の
申
告
受
付
や
そ
の
相
談
が

二
月
十
六
日
（
金
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
（
金
）
ま

で
で
す
の
で
、
期
間
中
に
必
ず
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
役
場
企
画
財
政
課
で
は
、
申
告
期

間
中
の
混
雑
を
な
く
す
た
め
、
申
告

の
相
談
を
下
記
の
日
程
表
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
日
程
等
を
よ
く
お
確

か
め
に
な
り
、
申
告
に
必
要
な
書
類

と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
会
場
ま

で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
当
日
の
相
談
日
に
は
、
世
帯
内
の

申告期問は

2月16日㊧から3月15日㊧まで

一
～
　
　
　
曽

所
得
者
全
員
の
申
告
を
受
け
つ
け
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
を
営
む
方
の
た
め
に

二
月
二
十
一
日
（
水
）
に
高
田
税
務
署

の
職
員
に
よ
る
出
張
納
税
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
程
表
の
後

半
二
月
二
十
三
日
（
金
）
か
ら
二
十
七

日
（
火
）
ま
で
は
、
税
金
が
還
付
と
な

る
相
談
日
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
わ

せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況

を
も
っ
と
も
良
く
知
っ
て
い
る
皆
様

ご
自
身
が
、
税
法
に
従
っ
て
自
分
の

所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、
申

告
納
税
す
る
「
申
告
納
税
制
度
」
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
昨
年
一
年
間
の

所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、
忘

れ
ず
に
申
告
と
納
税
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

内
獄
兄
目
炎

糸
禾
亦
一
ゴ
両

（
確
定
申
告
）
日
程
表

※
㈹
は
住
民
税
申
告
、
㊥
は
還
付
請
求

2

囹
会
場
　
役
場
四
階
第
一
会
議
室

黙
、
騨

2
月
1
6
日
働

池
之
畑
㈹
∵
下
山
㈹

松
代
1
～
2
0
班

2
月
1
7
日
ω

会
沢
・
清
水

桐
山
・
蓬
平

松
代
2
1
～
4
3
班

2
月
1
9
日
㈲

小
屋
丸
㈹
・
海
老
㈹

東
山
㈹

小
荒
戸
・
太
平
・
菅
刈

田
沢
・
池
尻

2
月
2
0
日
㈹

孟
地
・
苧
島
・
滝
沢
㈹

片
桐
山
㈹
・
中
子
㈹

千
年
・
犬
伏

2
月
2
1
日
㈱

税
務
署
受
付

税
務
署
受
付

2
月
躯
日
㈲

田
野
倉
・
仙
納
・
莇
平

寺
田
・
，
蒲
生
・
儀
明

名
平
㈹

室
野
・
福
島
・
奈
良
立

峠
・
竹
所
㈹

2
月
2
3
日
㈲

　
小
荒
戸

㊥　
太
平
・
菅
刈

⑫
由
沢
・
千
年
・
池
尻

2
月
2
4
日
ω

⑫
）
孟
地
・
犬
伏
・
会
沢

　
清
水
・
苧
島

㊥　
蓬
平

2
月
2
6
日
㈲

㊥
福
島
・
奈
良
立
・
桐
山

竹
所
・
峠
・
木
和
田
原

㊥
室
野

2
月
2
7
日
㈹

　
田
野
倉
・
仙
納

㊥　
莇
平
・
寺
田

㊥
蒲
生
・
儀
明



便
利
で
お
得
な

　
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
期

限
は
三
月
十
五
日
で
す
が
『
振
替
納

税
』
の
場
合
は
、
四
月
十
八
日
（
木
）

ま
で
と
な
り
、
手
数
料
も
か
か
ら
ず

お
得
で
す
．

　
納
税
に
は
、
安
全
で
手
数
の
か
か

ら
な
い
振
替
納
税
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
銀
行
も
し
く

は
農
協
の
通
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

消費税の申告と納税は

4月1日までに
お願いします。

税
金
還
付
も

　
　
　
　
　
ロ
座
振
替
で

　
所
得
税
の
還
付
金
も
、
安
全
な
口

座
振
込
（
銀
行
・
農
協
・
郵
便
局
）

が
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
金
融
機
関
の
通
帳
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
．

　
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
、

も
う
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　
個
人
事
業
者
の
確
定
申
告
と
納
税

ぽ
、
．
4
月
斐
日
（
月
）
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
消
費
税
の
課
税
事
業
者
儘

該
当
す
る
方
ぽ
、
忘
れ
ず
に
お
す
ま

せ
く
だ
さ
い
．

商
玉
会
議
所

な
ど
で
も
、

税
理
士
会
の

説
明
会
を
開

催
し
た
9
、

個
別
の
相
談

に
も
応
じ
て

お
壕
ま
す
．

振替納税の

納期限は

手数料不要！

￥1，

な覆
8

亀
窃

．
“
）

o慧
羅・

鋸o

申告書は

自分で

記入しましょう

　
税
務
署
か
ら
の
書
類
を
見
な
が
ら

記
入
し
て
い
く
と
、
簡
単
に
申
告
書

が
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
「
わ
ず
ら
わ
し
い
」
「
め
ん
ど
う

く
さ
い
」
な
ど
と
言
わ
ず
、
一
年
中

の
所
得
の
総
決
算
に
挑
戦
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

住
民
税
の
申
告
相
談
日
程
表

　
　
　
　
　
　
　
囹
会
場
　
松
代
区
は
、
役
場
第
一
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
は
、
各
地
の
集
会
所
で
す

2
月
2
8
日
㈱

松
代
1
～
7
班

松
代
8
～
1
5
班

2
月
2
9
日
㈲

松
代
1
6
～
2
0
班

松
代
2
1
～
2
6
班

3
月
1
日
㈹

松
代
2
7
～
3
1
班

松
代
3
2
～
4
3
班

3
月
4
日
㈲

千
年
・
田
野
倉

室
野

3
月
5
日
幻

　
　
　
　
（

池
尻
・
会
沢

桐
山
・
仙
納

苧
島
・
莇
平

福
島
・
奈
良
立

3
月
6
日
㈱

蒲
生
・
儀
明

3
月
7
日
㈲

蓬
平
・
犬
伏

小
荒
　
・
菅
刈

3
月
8
日
㈹

寺
田
・
峠

太
平
・
田
沢

3
月
1
1
日
㈲

清
水
・
孟
地

木
和
田
原

…
≡
＝
≡
≡
≡
一
≡
≡
一
一
≡
≡
≡
｝
≡
≡
≡
≡
一
≡
＝
一
一
≡
≡
≡
≡
＝
≡
一
一
＝
一
≡

　
　
　
交
通
事
故
な
ど
に

　
　
　
　
　
充
分
気
を
つ
け
て

　
　
　
　
　
　
　
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
…
≡
≡
≡
≡
≡
＝
一
一
≡
≡
≡
≡
≡
＝
一
≡
＝
≡
≡
≡
＝
≡
一
≡
一
≡
≡
≡
≡
≡
一
≡
≡
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青少年健全育成標語
鴇

入賞作品ご紹介
翠

P

●●、

（
介
　
　
♂

　
ヤ
　
　
　
　
ロ

　
　
一
　
令
‘

ρ
’
　
　
恥
　
　
　
・

　
　
　
￥

ジ伊

’へ

　
松
代
町
青
少
年

健
全
育
成
町
民
会

議
と
松
代
町
公
民

館
で
共
催
し
、
先

に
募
集
し
ま
し
た

「
青
少
年
健
全
育

成
標
語
」
に
つ
い

て
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、
次
の
方

々
が
入
賞
さ
れ
ま

し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
　
小
学
生
の
部

特
　
　
　
選

　
　
松
代
小
六
年
　
鈴
木
　
孝
樹

こ
の
町
は

　
　
　
　
　
小
さ
な
親
切
多
い
町

　
準
特
　
選

　
奴
奈
川
小
一
年
　
佐
藤
　
　
愛

た
す
け
あ
い

　
き
み
と
ぼ
く
と
で
　
が
ん
ば
ろ
う

　
　
松
代
小
二
年
　
樋
口
　
沙
織

ア
ル
ミ
カ
ン

　
す
ぐ
す
て
な
い
で
　
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
松
代
小
三
年
　
小
野
島
寛
子

言
え
る
か
な

　
け
ん
か
の
あ
と
の
ご
め
ん
な
さ
い

　
　
小
学
生
の
部

　
特
　
　
　
選

　
　
松
代
小
五
年
　
瀬
沼
　
美
穂

な
や
み
ご
と

　
家
族
で
そ
う
だ
ん
　
か
い
け
つ
だ

　
準
特
　
選

　
　
松
代
小
二
年
　
市
川
　
美
樹

ゆ
め
い
っ
ぱ
い

　
　
　
家
族
に
こ
に
こ
　
わ
ら
い
顔

　
　
孟
地
小
四
年
　
齊
木
　
千
春

ど
ん
な
と
き
も

　
　
み
ん
な
で
話
そ
う
　
家
庭
の
日

　
　
松
代
小
六
年
　
相
澤
　
　
甲

夕
ご
は
ん

　
テ
レ
ビ
見
る
よ
り
お
し
ゃ
べ
り
を

　
　
中
学
生
の
部

　
特
　
　
　
選

　
　
松
代
中
三
年
　
池
田
　
　
茜

始
め
よ
う
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
の
た
め
に

　
準
特
　
選

　
　
松
代
中
一
年
　
市
川
　
泰
子

助
け
合
い

　
　
　
　
幸
せ
づ
く
り
の
　
第
一
歩

　
　
松
代
中
一
年
　
高
橋
か
お
り

死
ん
じ
ゃ
ダ
メ
！

　
　
い
じ
め
ら
れ
た
ら
　
ま
ず
相
談

　
　
松
代
中
二
年
　
佐
藤
　
千
和

だ
れ
に
で
も

　
は
ず
か
し
が
ら
ず
　
あ
い
さ
つ
を

　
　
中
学
生
の
部

　
特
　
　
　
選

　
　
松
代
中
一
年
　
関
谷
　
知
恵

さ
わ
や
か
な

　
朝
の
あ
い
さ
つ
　
わ
が
家
の
自
慢

　
準
特
選

　
　
松
代
中
二
年
　
高
橋
ゆ
か
里

悩
み
ご
と

　
　
　
何
で
も
相
談
　
理
想
の
家
族

　
　
松
代
中
三
年
　
柳
　
真
梨
子

休
日
は

　
家
族
み
ん
な
の
　
ふ
れ
あ
い
デ
i

　
　
松
代
中
三
年
　
長
谷
川
明
子

週
末
は

　
　
息
ぬ
き
し
よ
う
よ
　
お
父
さ
ん

臼II・・111，，191・1曝巴一，II・馳h9，III”11一，，｛』巴一．II・9・9，一．｛1，一．｛1，一・III一・9』，・51・・ll，，II・”1』，．lli”11”1｛閣一。・61”1｝｛｝19’一1』・1｛1一・119”巳1・・ll’”ll－1”1｝15’一lh・・1一’gll・・859－651・・II3”｝”じ一’1一・・’一’”h・・9’”19…9－1一’h・1｛｝15’”』

ヘルシーなお昧噌

「峠のわが家」

（松代町）

　
鍋
立
山
・
（
な
べ
た
ち
や
ま
）
を

ご
存
じ
で
す
か
。
そ
う
で
す
、
あ

の
難
渋
を
極
め
世
界
中
か
ら
注
目

を
集
め
た
ト
ン
ネ
ル
の
名
称
で
す
。

　
鍋
立
山
の
標
高
は
、
六
百
四
十

一
材
を
誇
り
、
松
代
町
で
は
一
番

高
い
山
で
す
。
今
月
号
は
松
代
町

か
ら
そ
の
鍋
立
山
近
く
の
峠
集
落

の
話
題
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
今
か
ら
十
二
年
前
、
昭
和
五
十

九
年
に
百
八
年
の
輝
蕪
講

か
し
い
伝
統
を
残
し

概
誹
議
蔓

活
改
善
を
目
指
す
主

婦
グ
ル
ー
プ
が
、
手

劇
瓢
轍
蕪
勝

　
味
噌
は
毎
日
食
べ

る
も
の
で
す
『
峠
の
わ
が
家
』
は

つ
く
り
手
の
顔
や
材
料
が
見
え
て

安
心
と
各
地
で
好
評
を
博
し
て
い

ま
す
。
大
豆
の
種
ま
き
か
ら
収
穫

は
も
ち
ろ
ん
、
味
噌
の
仕
込
み
、

販
売
、
そ
し
て
保
存
の
た
め
の
味

噌
庫
の
管
理
な
ど
、
す
べ
て
四
人

の
元
気
な
主
婦
に
よ
る
手
作
業
で

す
。　

味
噌
に
は
皮
膚
の
色
素
メ
ラ
ニ

ン
の
合
成
を
抑
え
る
成
分
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
最
近
の
研
究
で

わ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の

原
料
の
大
豆
は
「
畑
の
牛
肉
」
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
の
高
栄
養
価
食
品

と
し
て
成
人
病
対
策
に
も
有
効
。

そ
し
て
、
大
気
中
八
割
の
チ
ッ
ソ

ガ
ス
を
根
瘤
菌
と
共
生
し
て
固
定

し
、
タ
ン
パ
ク
質
等
に
生
合
成
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
甘
み
と
コ
ク
、
手
づ
く
り
が
自

慢
の
『
峠
の
わ
が
家
』
と
、
二
種

類
の
『
み
そ
漬
』
は
、
ほ
く
ほ
く

線
ま
つ
だ
い
駅
の
売
店
か
、
芝
峠

温
泉
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

欝
…
、
麟

　
　
二
｝
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う
ん
め
え
も
ち
は

　
　
上
手
に
食
べ
よ
う
！

　
真
っ
白
な
世
界
が
ま
だ
ま
だ
続
き

ま
す
が
、
み
な
さ
ん
、
お
元
気
で
す

か
。

　
白
と
言
え
ば
お
も
ち
！
（
あ
っ
、

く
さ
も
ち
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
）

　
お
も
ち
と
言
え
ば
松
代
町
の
朝
！

も
う
お
わ
か
り
で
す
ね
。

　
こ
こ
は
、
も
ち
王
国
松
代
町
な
の

で
す
。
…
…
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
王
国

の
も
ち
は
、
と
っ
て
も
う
ま
い
の
で

す
。

oご置まMキ不σ

＝

あtち1個

　　ごはんより水分の少ないもちは、小さく見

　え、っい食べ遇ぎてしまいます．もちを食べ

　るときは・よくかんで胃の働きを助けましょ

　う．もち1個には、ごはん1杯と同じエネル

4　ギー・があります．食べ過ぎに注意してねl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

轟
評㌦

v》

　
　
　
　
、
え
を
の
　
　
い
て

？
　
て
加
き
と
。
強
し

か
　
れ
を
働
あ
い
が
意

凱
態
露
も
灘

灘
磐
濃
轟
塒

て
月
煮
し
や
と
摂
れ
巻
す

湘
欝
紬
惣
噺
轡

室
　
巻
り
と
食
何
だ
か
さ

凍
　
新
入
こ
つ
は
た
す
だ

冷
　
　
鮭
る
も
具
　
で
く

　
雪
国
の
忙
し
い
朝
は
も
ち
を
焼
い

て
食
べ
、
力
を
つ
け
て
雪
に
い
ど
み

ま
す
。
な
ん
て
合
理
的
な
習
慣
な
の

で
し
ょ
う
。
生
活
の
知
恵
で
す
ね
え
。

　
そ
し
て
、
こ
の
忙
し
い
朝
を
の
り

き
る
も
ち
の
食
べ
方
も
培
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
代
表
は
、
ジ
ャ
ジ
ャ

～
ン
、
味
噌
つ
け
も
ち
で
～
す
ー
・

味
噌
つ
け
も
ち
と
お
茶
と
漬
物
、
こ

れ
ぞ
ま
さ
し
く
、
こ
の
王
国
の
朝
の

三
種
の
神
器
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　
も
ち
什
力
も
ち
と
い
う
よ
う
に
ま

さ
し
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
体
の
中
で
は

力
の
も
と
と
し
て
働
き
ま
す
。
力
仕

事
の
時
は
も
っ
て
こ
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
体

は
元
気
に
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。
あ

と
必
要
な
も
の
は
、
血
や
肉
に
な
る

働
き
を
も
つ
食
べ
物
と
調
子
を
整
え

箆

7
婦

の
切
健

暑
保

絵
・
栄
養
士

る
働
き
を
も
つ
食
べ
物
で
す
。
こ
れ

を
揃
え
れ
ば
、
も
ち
の
効
力
を
も
っ

と
発
揮
で
き
ま
す
。

　
育
ち
盛
り
の
子
供
達
の
場
合
は
な

お
の
こ
と
、
三
つ
の
働
き
を
揃
え
た

い
も
の
で
す
。
大
人
だ
っ
て
若
さ
を

保
っ
て
い
く
た
め
に
、
体
を
長
持
ち

さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
条
件
で
す
よ

ね
え
。

　
と
い
う
こ
と
で
、
も
ち
王
国
松
代

町
の
う
ま
い
も
ち
を
も
っ
と
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
工

夫
し
た
上
手
な
食
べ
方
を
ご
紹
介
し

ま
～
す
。

　
力
も
ち
と
血
や
肉
に
な
る
も
の
と

体
の
調
子
を
整
え
る
も
の
、
こ
れ
ぞ

ま
さ
し
く
も
ち
王
国
松
代
町
の
真
の

三
種
の
神
器
で
す
よ
ね
。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　　　．　．　．　．　．

国民年金に

加入するのは

どんな人？

　
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
2
0
歳
以

上
60
歳
未
満
の
人
は
必
ず
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
す
る
人
は
3
種
類

●
第
1
号
被
保
険
者

　
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
で
、
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い

人
。
学
生
、
農
林
漁
業
、
商
業
、
サ

ー
ビ
ス
業
な
ど
の
自
営
業
の
人
と
、

そ
の
家
族
の
方
．

●
第
2
号
被
保
険
者

　
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
人
。
会
社
員
、
公
務
員
な
ど

の
人
。

●
第
3
号
被
保
険
者

　
第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
で
、
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未

満
の
人
。
　
（
被
扶
養
家
族
で
も
、
配

偶
者
で
な
い
人
は
、
第
1
号
被
保
険

者
と
な
り
ま
す
）
。

任
　
意
　
力
　
入
　
者

　
2
0
歳
以
上
60
歳
未
満
で
も
、
例
外

的
に
次
の
人
た
ち
は
強
制
加
入
で
な

く
、
自
分
の
希
望
で
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
　
（
第
1
号
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
）
．

①
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
6
0
歳

　
未
満
の
人
で
、
厚
生
年
金
や
共
済

　
組
合
か
ら
老
齢
年
金
や
退
職
年
金

　
を
受
け
取
っ
て
い
る
人
。

②
海
外
に
在
住
し
て
い
る
2
0
歳
以

　
上
6
0
歳
未
満
の
日
本
人
。

③
6
0
歳
ま
で
に
2
5
年
間
の
受
給
資

　
格
期
問
を
満
た
し
て
い
な
い
人
、

　
ま
た
は
満
額
で
年
金
が
支
給
さ
れ

　
な
い
人
は
6
5
歳
に
な
る
ま
で
引
き

　
続
き
加
入
で
き
る
。

高
齢
任
意
加
入
の
特
例

　
昭
和
3
0
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
人
は
、

65
歳
以
上
7
0
歳
未
満
の
期
間
に
つ
い

て
も
任
意
加
入
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

《
）
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　　　　　　　　1月13日～15日
　　　　　　　　　　総合センター展示

受賞者と作品紹介

町内書き初め展

ぐ
小
堺
典
子
（
松
代
小
一
年
・
蓬
平
）

へ！，照■据鮒

ぐ
高
野
　
光

　　　晒　鞭『難難

（
松
代
小
二
年
・
松
代
）

〈
駒
形
直
子

（
松
代
小
三
年
・
松
代
）

　　　　r■「　輩
1融麟覇縫

ぐ
樋
口
誠
也

ぐ
関
谷
美
夏

（
松
代
小
四
年
・
松
代
）

纏
鑓
　
蝦

（
松
代
小
五
年
・
松
代
）

〈
柳

弘
（
松
代
小
六
年
・
松
代
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
繊
、

ぐ
五
十
嵐
賢
司
（
松
代
中
一
年
・
松
代
）

く
瀬
沼
美
久
（
松
代
中
二
年
・
松
代
）

璽
～　　

ぐ
柳
　
正
子
（
松
代
中
三
年
・
松
代
）

小
学
校
の
部

一
年
生
　
高
橋
い
つ
か
（
小
荒
戸
）

　
　
　
　
佐
藤
　
杏
美
（
千
　
年
）

　
　
　
　
柳
　
　
鮎
美
（
千
年
）

二
年
生
　
小
嶋
ち
え
み
（
犬
　
伏
）

　
　
　
　
佐
藤
　
美
保
（
千
　
年
）

　
　
　
　
富
澤
　
雅
人
（
小
荒
戸
）

三
年
生
　
柳
　
　
沙
織
（
松
　
代
）

四
年
生
　
五
十
嵐
真
悟
（
松
　
代
）

　
　
　
　
斉
木
　
真
也
（
松
　
代
）

　
　
　
　
松
山
　
　
瞬
（
犬
　
伏
）

五
年
生
　
小
堺
　
　
瞳
（
儀
　
明
）

　
　
　
　
小
野
島
　
誠
（
松
　
代
）

　
　
　
　
高
野
　
佑
也
（
松
　
代
）

六
年
生
　
関
谷

　
　
　
　
関
谷

　
　
　
　
富
澤

中
学
校
の
部

一
年
生
　
関
谷

　
　
　
　
山
賀

　
　
　
　
米
持

　
　
　
　
米
持

二
年
生
　
池
田

　
　
　
　
池
田

　
　
　
　
佐
藤

三
年
生
　
佐
藤

　
　
　
　
柳

　
　
　
　
柳

一詠純
起美平
　　 　　 　
小松松
荒

戸代代
）　 ）　 ）

　
　
学
（
松
代
）

　
由
佳
（
小
荒
戸
）

　
　
敦
（
室
　
野
）

　
由
美
（
室
　
野
）

　
　
敦
（
田
野
倉
）

　
　
渉
（
田
野
倉
）

　
剛
史
（
木
和
田
原
）

由
希
（
千
　
年
）

敏
仁
（
孟
地
）

真
梨
子
（
松
　
代
）

・
．
叢
・

器

おい灘羅・離もう

80曳90抄適温

　
お
茶
の
葉
は
、
空
気
に
触
れ
る
と

酸
化
し
、
色
が
落
ち
て
香
り
も
飛
び

ま
す
。
保
存
す
る
時
は
、
パ
ッ
ク
の

口
を
固
く
閉
め
、
密
閉
容
器
に
入
れ

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
温
度
が
高
い
と

酸
化
し
や
す
く
、
湿
度
が
高
い
と
カ

ビ
が
生
え
ま
す
か
ら
、
そ
う
し
た
場

所
に
は
置
か
な
い
こ
と
で
す
。
さ
ら

に
、
開
封
後
の
酸
化
や
カ
ビ
を
防
ぐ

た
め
、
半
月
ぐ
ら
い
で
使
い
切
る
こ

と
を
目
安
に
買
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
お
茶
は
種
類
に
よ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
入
れ
方
が
違
い
ま
す
が
、
注

意
が
必
要
な
の
は
水
で
す
。
鉄
分
や

塩
分
を
多
く
含
み
、
カ
ル
キ
臭
の
強

い
水
で
は
お
い
し
い
お
茶
は
入
り
ま

せ
ん
。
水
は
沸
騰
さ
せ
て
カ
ル
キ
を

抜
き
ま
し
ょ
う
。

　
ふ
だ
ん
、
家
庭
で
良
く
飲
ま
れ
る

せ
ん
ち
ゃ

、
煎
茶
を
、
お
い
し
く
入
れ
る
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
お
湯
を
、

　一度沸騰さ

せ
て
か
ら
八
十
～
九
十

度
に
冷
ま
し
ま
す
。
お
茶
や
急
須
は

あ
ら
か
じ
め
温
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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ぎ
、

　
一
月
二
十
八
日
、
町
民
グ
ラ
ン
ド

で
は
『
第
十
回
上
石
巌
杯
争
奪
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
』
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
朝
か
ら
晴
れ
上
が
り
、

午
前
十
時
の
競
技
開
始
の
気
温
は
氷

点
下
三
・
三
度
と
非
常
に
冷
え
込
み

ま
し
た
が
、
午
後
一
時
に
は
九
度
。

い
つ
も
は
激
し
い
風
雪
の
中
で
開
か

第欝園

上石杯

ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
大
会
結
果

　
　
　
　
　
松
代
勢
　
大
健
闘
〃

中
学
女
子
一
年
の
部
（
5
㎞
）

①
郷
土
奈
緒
（
妙
高
中
）
1
7
分
4
1
秒

⑪
山
岸
智
美
（
松
代
中
）
2
0
分
2
7
秒

⑱
高
橋
美
津
子
（
　
〃
　
）
2
0
分
4
0
秒

中
学
女
子
二
・
三
年
の
部
（
5
㎞
）

①
佐
藤
友
紀
（
松
之
山
中
）
1
6
分
4
3
秒

⑭
石
田
智
絵
（
松
代
中
）
1
9
分
0
5
秒

⑯
田
辺
祐
美
（
　
〃
　
）
1
9
分
n
秒

⑲
佐
藤
由
希
（
　
〃
　
）
1
9
分
3
7
秒

⑳
鈴
木
麻
子
（
　
〃
　
）
1
9
分
3
8
秒

中
学
男
子
一
年
の
部
（
1
0
㎞
）

①
野
上
幸
寿
（
吉
田
中
）
31
分
1
5
秒

③
宮
澤
健
二
（
松
代
中
）
32

分
4
1
秒

⑪
柳
　
貴
士
（
　
〃
　
）
3
4
分
3
3
秒

⑳
井
上
大
輔
（
　
〃
　
）
3
8
分
1
6
秒

中
学
男
子
二
・
三
年
の
部
（
1
0
㎞
）

①
松
沢
隆
幸
（
松
之
山
中
）
2
9
分
3
8
秒

⑳
小
堺
隆
志
（
松
代
中
）
3
2
分
2
4
秒

⑳
室
岡
伸
宏
（
　
〃
　
）
3
2
分
4
2
秒

⑳
池
田
　
渉
（
　
〃
　
）
3
3
分
1
3
秒

⑫
山
賀
博
史
（
　
〃
　
）
3
3
分
1
5
秒

⑳
関
谷
芳
明
（
松
代
中
）
3
3
分
1
8
秒

⑩
山
本
拓
志
（
　
〃
　
）
3
4
分
0
9
秒

⑰
小
堺
隆
寛
（
　
〃
　
）
3
4
分
3
8
秒

⑪
池
田
敦
（
〃
）
3
5
分
1
3
秒

小
学
男
子
四
年
の
部
（
5
㎞
）

①
馬
場
拓
朗
（
吉
田
小
）
1
9
分
2
1
秒

②
関
谷
和
樹
（
松
代
小
）
1
9
分
37
秒

⑭
鈴
木
啓
一
（
〃

⑳
五
十
山
風
盲
六
悟
（
　
　
〃

⑳
宮
澤
智
洋
（
　
〃
　
）

⑳
斎
木
千
春
（
　
〃
　
）

⑳
小
堺
裕
司
（
　
〃
　
）

⑱
佐
藤
佑
毅
（
　
〃
　
）

⑭
菅
井
　
勝
（
孟
地
小
）

⑮
米
持
俊
輔
（
奴
奈
川
）

⑱
関
谷
和
希
（
松
代
小
）

⑪
松
山
　
瞬
（
孟
地
小
）

小
学
男
子
五
・
六
年
の
部

①
富
所
剛
志
（
大
巻
小
）

⑬
関
谷
則
和
（
松
代
小
）

⑭
小
堺
直
人
（
　
〃
　
）

）
2
1
分
3
0
秒

）
2
2
分
4
2
秒

22
分
4
7
秒

23
分
3
0
秒

23
分
4
4
秒

26
分
5
5
秒

27
分
3
4
秒

27
分
4
1
秒

28
分
0
9
秒

29
分
2
2
秒

（
5
㎞
）

15

分
11
秒

16

分
57
秒

17
分
0
2
秒

れ
る
大
会
で
し
た
が
、
春
の
日
ざ
し

の
中
で
の
競
技
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
校
は
四
市
・
九
町
・

四
村
か
ら
五
十
六
校
、
参
加
申
し
込

み
は
七
一
二
名
に
達
し
、
過
去
最
高

を
記
録
し
ま
し
た
。
大
勢
の
役
員
の

轍薦畿
　　　、　　　　　　醗

⑰
池
田
吉
聡
（
松
代
小
）

⑫
斎
藤
雄
治
（
　
〃
　
）

⑳
若
月
辰
則
（
孟
地
小
）

①
柳
　
　
弘
（
松
代
小
）

⑩
池
田
　
翔
（
〃
　
）

⑭
山
岸
明
人
（
奴
奈
川
）

⑤
小
野
島
誠
（
松
代
小
）

（
㊥
室
岡
浩
二
（
　
〃
　
）

⑫
小
嶋
春
樹
（
孟
地
小
）

⑯
柳
　
圭
祐
（
　
〃
　
）

⑯
若
月
　
純
（
奴
奈
川
）

⑰
小
嶋
　
哲
（
孟
地
小
）

⑭
柳
　
　
渉
（
〃
　
）

⑯
斎
木
一
央
（
　
〃
　
）

⑭
小
堺
直
樹
（
松
代
小
）

⑳
菅
井
貴
行
（
孟
地
小
）

⑳
佐
藤
弘
祐
（
奴
奈
川
）

⑳
高
橋
正
樹
（
　
〃
　
）

⑳
相
澤
繁
徳
（
　
〃
　
）

⑳
山
本
直
人
（
孟
地
小
）

⑳
安
藤
鷹
乙
（
奴
奈
川
）

30　30　28　26　26　24　22　22　22　21　21　21　21　21　21　20　20　20　19　18　17

分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
32　09　58　12　00　44　27　21　18　54　54　53　29　27　21　25　10　01　17　13　14

禾少　不少　不少　禾少　禾少　不少　ラ秒　不少　禾少　不少　禾少　禾少　不少　不少　禾少　禾少　禾少　不少　不少　禾少　禾少

ご
協
力
に
よ
り
、
当
日
の
競
技
結
果

が
即
日
配
布
さ
れ
た
り
、
駐
車
場
の

対
応
が
良
い
な
ど
参
加
者
に
は
評
判

が
良
く
、
ま
す
ま
す
大
き
な
大
会
に

な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
松
代
中
学
校
一
年
の
宮
澤

健
二
君
が
昨
年
の
優
勝
に
引
き
続
き

今
年
も
三
位
に
入
賞
し
た
こ
と
や
、

松
代
小
学
校
の
四
年
生
で
関
谷
智
美

さ
ん
が
優
勝
、
関
谷
和
樹
君
が
二
位

関
谷
有
希
さ
ん
が
九
位
と
松
代
勢
が

大
健
闘
し
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

小
学
女
子
四
年
の
部
（
3
㎞
）

①
関
谷
智
美
（
松
代
小
）
1
2
分
1
0
秒

⑨
関
谷
有
希
（
　
〃
　
）
1
4
分
09
秒

⑯
小
堺
恵
美
（
　
〃
　
）
1
5
分
10
秒

⑳
若
月
ゆ
か
り
（
孟
地
小
）
1
6
分
12
秒

⑳
山
本
里
枝
（
　
〃
　
）
1
6
分
1
5
秒

⑱
玉
村
優
花
（
　
〃
　
）
1
6
分
2
9
秒

⑳
柳
　
優
子
（
　
〃
　
）
1
6
分
3
8
秒

小
学
女
子
五
・
六
年
の
部
（
5
㎞
）

①
徳
永
久
美
子
（
六
箇
小
）
m
分
0
9
秒

⑫
高
橋
亜
由
美
（
松
代
小
）
n
分
4
3
秒

⑳
井
上
佳
子
（
　
〃
　
）
1
1
分
4
7
秒

⑭
市
川
一
恵
（
　
〃
　
）
1
2
分
1
5
秒

⑱
柳
麻
奈
美
（
孟
地
小
）
1
3
分
2
5
秒

⑱
佐
藤
美
春
（
奴
奈
川
）
1
3
分
3
5
秒

⑭
佐
藤
め
ぐ
み
（
孟
地
小
）
1
3
分
3
5
秒

⑱
若
井
広
美
（
松
代
小
）
1
4
分
0
3
秒

⑭
菅
井
那
弥
子
（
孟
地
小
）
1
4
分
4
9
秒

⑮
柳
つ
か
さ
（
　
〃
　
）
1
5
分
n
秒

⑭
柳
　
京
美
（
　
〃
　
）
1
6
分
4
1
秒

⑫
米
持
瑠
美
（
奴
奈
川
）
1
7
分
1
5
秒

三
人
分
で
煎
茶
約
十
グ
ラ
ム
、
大
さ

じ
一
杯
半
ぐ
ら
い
の
お
茶
の
葉
を
、

急
須
に
入
れ
、
静
か
に
お
湯
を
注
ぎ

ま
す
。
お
湯
の
量
は
三
人
分
で
約
百

五
十
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
。
注
ぐ
時
に
余

分
に
お
湯
を
入
れ
過
ぎ
て
、
急
須
に

残
す
と
お
い
し
く
な
く
な
り
ま
す
か

ら
、
人
数
分
の
量
だ
け
に
し
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
一
分
ぐ
ら
い
お
い
て
、

お
茶
わ
ん
に
つ
ぎ
分
け
ま
す
が
、
濃

い
の
や
薄
い
の
が
で
き
な
い
よ
う
に

少
し
ず
つ
順
番
に
お
茶
わ
ん
に
つ
ぎ

分
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
急
須
の
お
湯
は
、
最
後
ま
で
絞
り

切
り
ま
す
。
ま
た
、
初
め
に
入
れ
て

か
ら
三
時
間
も
し
た
ら
お
茶
の
葉
は

蒸
れ
過
ぎ
て
、
香
り
が
消
え
て
臭
く

な
り
ま
す
し
嫌
な
味
も
し
ま
す
。
全

部
き
れ
い
に
捨
て
て
、
新
し
い
お
茶

の
葉
に
入
れ
替
え
て
く
だ
さ
い
。

　
味
の
好
み
に
は
、
個
人
差
が
あ
り

ま
す
。
基
本
を
べ
ー
ス
に
、
自
分
が

一
番
お
い
し
い
と
感
じ
た
お
茶
の
葉

量
、
お
湯
の
温
度
、
蒸
ら
し
時
間
な

ど
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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日本生命財団から

太鼓3台が
寄贈されました。

犬伏・裸太鼓に

　
昨
年
の
秋
、
日
本
生
命
財
団
か
ら

犬
伏
の
裸
太
鼓
保
存
会
に
長
胴
太
鼓

一
台
と
、
附
締
太
鼓
二
台
が
寄
贈
さ

れ
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
元
気
に

演
奏
す
る
と
と
も
に
、
各
地
で
好
評

を
博
し
て
い
ま
す
。

　
裸
太
鼓
保
存
会
（
小
島
努
代
表
）

は
、
毎
週
月
曜
日
の
午
後
七
時
か
ら

二
時
間
、
集
落
の
共
同
作
業
所
で
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
お
天
気
に
も

恵
ま
れ
た
昨
秋
の
文
化
の
日
、
J
A

し
ぶ
み
前
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
農
業

祭
で
初
演
奏
を
行
っ
た
の
を
始
め
、

町
の
芸
能
発
表
会
や
、
世
田
谷
区
の

新
年
子
ど
も
祭
り
で
も
そ
の
勇
壮
な

▲附締太鼓

太
鼓
の
響
き
を
と
ど
ろ
か
せ
、
都
会

の
子
ど
も
た
ち
を
魅
了
さ
せ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
来
月
九
日
、
十
日
に
開

催
の
「
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
」
で

は
、
出
陣
太
鼓
と
凱
旋
太
鼓
を
演
奏

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
松
代
町
で
は
、
計
画
し
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
に
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

太
鼓
の
演
奏
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

こ
の
高
価
な
太
鼓
を
ご
寄
贈
し
て
い

た
だ
い
た
日
本
生
命
財
団
様
に
は
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▲長胴太鼓

　
地
域
の
健
全
な
発
展
、
及
び
公
衆

衛
生
の
向
上
に
寄
与
し
、
あ
わ
せ
て

公
共
用
水
域
の
水
質
の
保
全
に
資
す

る
た
め
、
松
代
町
の
下
水
道
事
業
が

い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。

　
さ
わ
や
か
な
生
活
と
清
潔
な
環
境

を
実
現
す
る
た
め
に
、
下
水
道
が
使

え
る
よ
う
に
な
る
地
域
の
皆
様
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
費
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
を
負
担
し

ρいよいよスタート」

＊下

を
集
め
て
き
れ
い
に
し

返
し
て
や
る
の
が
下
水
道
の
お
お
き

な
役
割
で
す
が
、
下
水
道
は
地
域
の

皆
様
す
べ
て
の
協
力
が
な
け
れ
ば
で

き
な
い
事
業
で
す
。

　
今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
制
度
が
決
ま

っ
た
時
に
は
、
あ
ら
た
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
快
適
な
環
境
を
守
り
、

美
し
い
松
代
町
を
次
の
世
代
に
伝
え

ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
町
）

て
い
た
だ
い

た
り
、
便
所

の
水
洗
化
工

事
や
台
所
、

風
呂
場
な
ど

の
配
水
設
備

工
事
を
し
て

い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
．

　
汚
さ
れ
捨

て
ら
れ
る
た

く
さ
ん
の
水

、
川
や
海
に

三
団
体
か
ら
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

車
い
す
4
台
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
．

　
一
月
十
二
日
午
後
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
『
ほ
の
ぼ
の
園
』
に
お

い
て
、
車
椅
子
四
台
の
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
松
代
小
学
校
児
童
会
は
、
各
家
庭

の
協
力
に
よ
る
空
き
缶
回
収
の
収
益

金
で
一
台
を
寄
贈
し
、
五
・
六
年
生

の
六
人
が
社
会
福
祉
協
議
会
長
の
関

谷
町
長
に
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

エ
コ
ー
ク
ラ
ブ
松
代
（
E
M
ぼ
か
し

生
産
組
合
、
代
表
柳
武
、
会
員
三
十

二
名
）
の
皆
さ
ん
も
そ
の
販
売
代
金

の
中
か
ら
一
台
を
寄
贈
。
さ
ら
に
、

松
代
区
の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
協
議
会

で
は
、
昨
年
か
ら
毎
月
末
に
㈱
高
橋

組
さ
ん
の
前
で
始
め
、
好
評
を
得
た

國　　　　　　　　　　嫁麟

▲ご寄贈の関係者代表のみなさん

▲喜ぶ利用者のみなさん

新
聞
紙
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
な
ど
の

リ
サ
イ
ク
ル
収
益
金
か
ら
二
台
の
ご

寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
当
日
は
、
室
野
地
区
の
方

た
ち
が
施
設
を
利
用
、
式
に
参
加
す

る
と
共
に
念
願
の
車
椅
子
の
増
車
を

喜
び
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
空
き
缶
の
回
収
や
生
ゴ
ミ
対
策
の

E
M
ぼ
か
し
、
限
り
あ
る
資
源
の
有

効
利
用
を
目
指
す
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

な
ど
環
境
浄
化
の
す
ば
ら
し
い
取
組

の
中
か
ら
生
ま
れ
た
善
意
、
熱
心
に

取
り
組
ま
れ
た
数
多
く
の
関
係
者
に

は
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
車
椅

子
は
施
設
内
だ
け
で
な
く
、
施
設
外

の
貸
出
し
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
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世
田
谷
区
に

目

と

晃
鰯

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
”

▲元気のでるかけ声

　
一
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
世
田
谷

区
教
育
委
員
会
主
催
の
『
第
十
七
回

新
年
子
ど
も
祭
』
に
、
今
年
も
当
町

の
雪
が
届
け
ら
れ
、
同
区
と
の
交
流

は
ま
す
ま
す
深
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
新
年
子
ど
も
祭
へ
の
参
加
は

》
雪
の
す
べ
り
台
は
人
気
が

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
し
た
。

今
年
で
五
回
目
を
数
え
ま
す
。
開
会

式
で
は
津
吹
教
育
長
や
社
会
教
育
委

員
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
は
る
ば
る

松
代
か
ら
雪
を
あ
り
が
と
う
…
」
と

何
度
も
紹
介
、
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
開
会
式
最
後
に
は
、
松
苧

太
鼓
や
ほ
ら
貝
の
鳴
り
響
く
な
か
を

冬
の
陣
の
宣
伝
も
か
ね
て
武
者
姿
に

紛
し
た
村
山
達
三
さ
ん
を
中
心
に
、

元
気
な
か
け
声
で
祭
り
が
始
ま
り
ま

し
た
。
今
年
は
、
松
代
か
ら
二
人
の

女
性
も
参
加
し
、
区
の
教
育
関
係
者

か
ら
も
喜
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
持
ち
込
ん
だ
雪
は
、
．
五
日
に
総
合

体
育
館
脇
の
屋
根
雪
を
十
－
ン
ダ
ン
プ

三
台
に
積
み
込
み
、
六
日
の
早
朝
に

出
発
し
て
運
び
込
ん
だ
も
の
で
、
か

ま
く
ら
と
滑
り
台
に
そ
れ
ぞ
れ
半
分

づ
つ
使
い
ま
し
た
。

　
す
っ
か
り
名
を
馳
せ
た
雪
の
滑
り

台
は
、
祭
り
担
当
者
な
ど
世
田
谷
区

の
人
達
の
協
力
で
、
思
い
の
他
早
く

で
き
あ
が
り
、
当
日
は
「
一
時
間
待

ち
で
す
」
と
聞
い
て
も
列
に
並
ぶ
と

い
う
大
変
な
人
気
で
し
た
。

　
ま
た
、
区
役
所
入
口
に
は
、
か
ま

く
ら
な
ど
雪
で
遊
ぶ
コ
ー
ナ
ー
を
設

　　　　
ゆまは　　　　　　　　　　シ　　　　　　　めド　　ドド　ドド　　ヨ　き　　

▲かまくら前では記念撮影

け
、
冬
の
陣
の
武
者
姿
で

来
月
行
わ
れ
る
『
の
っ
と

れ
！
松
代
城
』
の
宣
伝
も

行
い
ま
し
た
．

　
今
回
の
取
組
の
ほ
か
、

世
田
谷
区
か
ら
も
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
、

小
・
中
学
生
な
ど
が
フ
ァ

、
、
、
リ
ー
ス
キ
ー
場
を
訪
れ

ま
す
。
当
町
と
、
同
区
の

交
流
は
、
今
後
、
ま
す
ま

す
盛
ん
に
な
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

ー
ミ
ー
ミ
ー
ミ
身
ー
ミ
ー
ミ
ー
ミ
ー
ミ
ー
ー
ミ
ー
§
ー
ミ
ー
ミ
ー
§
ー
§
ー
ミ
ー
ミ
ー
ミ
ー
…
ー
ー
ミ
ー
ミ
ー
ー
ミ
ー
…
ー
ー
ミ
ー
§
ー
ミ
ー
ー
ミ
ー
ミ
ー
；
；
ー
ー
－
ー
ー
ー
ー
－
睾
ー
ー
－
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
；
§
ー
ー
ー
ー
ー
i
ー
ー
ー
ー
ー
；
ー
ー
ー
§
暴
9
多
ー
ー
～
§
ー
ー
ー
睾
き
ー

　春先は

　　　花粉症の

　　　　　　季節ですノ

　現在、国民の10％がスギ花粉

症にかかっているといわれます。

スギ花粉の飛散は、地方によっ

ていくぶん時期にズレがありま

すが、だいたい2月中旬ころか

ら始まり、3月中旬ころピーク

を迎えます。

　スギは、樹齢30年を過ぎたこ

ろから花粉の飛散が多くなりま

す。日本では昭和30年ころから

大々的なスギの植林が行われま

した。それらが成長し、盛んに

花粉を飛ばし始めたあたりから

花粉症患者も急激に増えてきた

というわけです。

　花粉症とは、体内に入ってき

た花粉を異物として排除しよう

と体が起こす反応で、くしゃみ

鼻水、鼻づまり、目のかゆみが

主な症状です。いわゆるアレル

ギー疾患ですが、スギ花粉に触

れるのは一年に一度、それも年

によってその量が違うため、ア

レルギー反応を起こすまでに何

十年もかかることがあります。

　中年を過ぎて、ある日突然に

発症する人が多いのはこういう

わけです。脅すわけではありま

せんが、今は何ともなくとも、

いつ発症しないとも限りません。

　花粉症を抑えるには、医師の

処方による薬物治療と、日常の

セルフケアをうまく組み合わせ

ることが大切です。また、発症

した年にしっかり治療しておく

と、翌年からの症状がやわらぐ

ともいわれます。今年始めて発

症したという人は、できるだけ

早く専門の耳鼻科に相談し、徹

底治療に努めてください。

〃　
：・』、．．．。

　　　ノ餅郵…一：
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辮
灘
轍

伝
統
あ
る
冬
の
娯
楽

　
　
　
　
大
相
撲
の
勝
敗
予
想
を
楽
し
あ

　
大
相
撲
初
場
所
は
一
月
七
日
か
ら

連
日
、
手
に
汗
握
る
勝
負
を
十
五
日

間
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
町

内
で
も
伝
統
の
勝
敗
予
想
を
楽
し
む

協
会
が
作
ら
れ
、
各
地
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
三
百
十
名
が
参
加
し
た
在
天
法
人

松
代
相
撲
協
会
で
は
、
鉄
公
部
屋
の

蒲
原
山
関
が
九
十
五
点
で
、
み
ご
と

　
快
晴
と
な
っ
た
一
月
七
日
、
町
民

グ
ラ
ン
ド
周
辺
で
は
、
小
・
中
学
生

四
十
人
が
参
加
し
て
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
の
技
術
講
習
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ス
キ
ー

連
盟
の
顧
問
ベ
リ
・
ペ
ッ
カ
・
メ
リ

カ
ン
ト
さ
ん
。
同
氏
は
、
県
の
教
育

委
員
会
が
招
い
た
ス
キ
ー
指
導
員
で

五
輪
選
手
の
指
導
経
験
も
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
指
導
を
受
け
た
小
・

中
学
生
は
こ
れ
か
ら
の
大
会
シ
ー
ズ

ン
の
参
考
に
し
よ
う
と
真
剣
で
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
は
、
七
年
度
県
教
育

庁
の
新
規
事
業
『
シ
ン
ボ
ル
ス
ポ
ー

ツ
推
進
事
業
』
の
一
環
と
し
て
開
催

さ
れ
た
も
の
で
、
今
後
三
年
問
、
県

の
補
助
（
一
年
間
二
百
万
円
）
を
受

け
な
が
ら
指
定
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
県
内
で
は
松
代
町
の
他
、
栃

尾
市
、
吉
田
町
、
六
日
町
の
四
市
町

村
が
こ
の
事
業
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
事
業
で
は
、
昨
年
の

十
一
月
十
九
日
、
ふ
る
さ
と
会
館
に

お
い
て
、
プ
ロ
野
球
広
島
東
洋
力
ー

プ
の
監
督
を
さ
れ
た
古
葉
竹
識
氏
を

講
師
に
迎
え
、
約
百
二
十
人
が
参
加

し
て
の
「
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
」
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
古
葉
さ
ん
か
ら
は
、
苦
労
し
な
が

ら
続
け
た
学
生
時
代
の
野
球
の
こ
と

や
、
ノ
ン
プ
ロ
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
、

プ
ロ
野
球
生
活
で
の
教
訓
や
裏
話
な

ど
、
冗
談
を
交
え
な
い
心
に
響
く
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
球

東
の
横
綱
と
な
り
、
二
十
一
日
ふ
る

さ
と
会
館
で
開
催
さ
れ
た
千
秋
楽
行

事
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
で
力

を
出
す
競
技
で
は
な
い
の
で
、
な
お

の
こ
と
勝
ち
点
は
嬉
し
い
も
の
。
工

事
が
終
わ
る
最
後
の
初
場
所
、
鉄
道

公
団
松
代
建
設
所
で
は
、
ほ
く
ほ
く

線
開
通
前
の
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

轍藤繍麟罐

　
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
日
の
取
り
組
み
は

違
う
で
し
よ
う
が
、
各
地
の
優
勝
者

を
紹
介
し
ま
す
．

★
室
野
上
向
相
撲
協
会

大
　
力
（
米
持
）
兼
治
（
中
山
王
）

★
儀
明
相
撲
協
会

嵐
　
山
（
高
橋
）
ミ
ャ
（
は
づ
れ
）

★
蒲
生
相
撲
協
会

紅
　
山
（
田
地
）
喜
一
（
大
和
電
建
）

★
犬
伏
相
撲
協
会

華
奈
の
花
（
小
嶋
）
華
奈
子
（
数
円
）

★
蓬
平
相
撲
協
会

正
　
帆
（
若
井
）
ノ
ブ
イ
（
八
郎
院
）

★
田
沢
相
撲
協
会

大
彰
山
（
高
橋
）
彰
　
　
（
い
り
）

★
松
代
相
撲
協
会

蒲
原
山
（
堤
）
明
　
　
（
鉄
道
公
団
）

▼ふるさと会館では表彰式

▲エンノ下の力もち。点数つけの皆さん。
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団
を
優
勝
に
導
き
、
日
本
シ
リ
ー
ズ

で
も
通
算
三
度
制
し
た
実
績
を
持
つ

古
葉
さ
ん
の
話
に
参
加
者
は
感
動
、

質
問
コ
ー
ナ
ー
で
も
何
人
も
の
手
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
次
回
の
日
程
や
講
師
は
新
年
度
に

決
ま
り
ま
す
が
、
現
在
活
躍
中
の
現

役
選
手
を
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

どんぐリクラプ

メンバー　　●

　　　　　　o募集ノ3
　子どもと一緒に遊ぶ育児サー

クルを発足します。（来てネ）

　赤ちゃんから保育園入園前の

子どもたち、おじいちゃん、お

ばあちゃん、パパ、ママ、みん

なで楽しく遊びましょう。

　※マタニティママも大歓迎！

開催日　2月22・29日（木〉

　　　　3月7・14・28日休⇒

時　間　午前9時～2時間程度

場　所　総合センター20r3階

連絡先　横尾　7－3304　又は

　　　品田（ハマダヤ）7－2046



　
昨
年
の
十
一
月
十
二
日
、
十
日
町
　
　
　
の
『
黒
帯
』
を
手
に
し
ま
し
た
。

市
武
道
館
に
お
い
て
、
空
手
道
昇
級

審
査
が
開
催
さ
れ
、
松
代
中
三
年
の

若
月
知
広
君
と
松
代
高
等
学
校
二
年

小
堺
悟
君
、
関
谷
俊
明
君
の
三
名
が

み
ご
と
、
空
手
道
初
段
に
合
格
し
ま

し
た
。

　
三
名
と
も
、
小
学
校
一
年
生
か
ら

空
手
教
室
に
通
っ
て
、
け
い
こ
に
励

み
、
ひ
と
つ
の
目
標
で
あ
っ
た
瞳
れ

劉
．

キ

リ
リ
と
締
め
こ
む
黒
帯
は
汗
と
涙
の

結
晶
、
空
手
着
姿
を
一
層
引
き
立
て

ま
す
。
「
空
手
に
先
手
な
し
」
を
忘
れ

ず
黒
帯
の
自
覚
を
持
っ
て
、
ま
す
ま

す
空
手
の
道
を
探
究
し
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。
　
　
　
（
事
務
局
　
相
澤
）

　
空
手
の
奥
は
深
い

　
　
　
　
目
指
せ
、
達
人
！

　
　
　
　
　
　
　
　
極
め
よ
、
道
！

若月知広君小堺悟君
関谷俊明君

剣
道
中
学
生

　
　
男
子
団
体
戦

「
金
」
と
「
銀
」
に
輝
く

　
昨
年
の
十
一
月
十
四
日
に
中
里
村

総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
第
四
十
回

郡
市
剣
道
大
会
に
お
い
て
、
中
学
校

男
子
が
見
事
「
準
優
勝
」
に
輝
き
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
十
日
町
市
と

中
魚
沼
郡
及
び
松
代
町
の
剣
士
達
が

参
加
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

団
体
戦
は
一
チ
ー
ム
五
人
編
成
で
対

戦
、
松
代
チ
ー
ム
は
一
回
戦
か
ら
順

当
に
勝
ち
進
み
、
優
勝
決
定
戦
で
は

十
日
町
南
中
学
と
の
対
戦
。
二
対
二

の
緊
迫
し
た
戦
い
か
ら
の
大
将
戦
で

惜
し
く
も
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
翌
週
の
二
十
六
日
に
は
、

浦
川
原
村
民
体
育
館
に
お
い
て
第
十

五
回
修
練
館
剣
道
大
会
が
行
わ
れ
、

一
チ
ー
ム
三
人
編
成
に
よ
る
団
体
戦

に
お
い
て
、
中
学
校
男
子
が
「
優
勝
」

と
い
う
快
挙
を
な
し
遂
げ
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
将
を
風
邪
で
欠
き
二
人

編
成
と
い
う
苦
し
い
戦
い
な
が
ら
、

初
戦
か
ら
決
定
戦
ま
で
一
人
も
負
け

ず
に
た
ど
り
着
い
た
優
勝
で
し
た
。

　
中
学
生
剣
士
は
、
一
・
二
年
生
が

主
体
、
小
学
校
二
年
生
か
ら
剣
道
教

室
に
通
い
始
め
た
剣
士
達
で
す
が
、

剣
道
部
も
な
く
、
剣
道
教
室
だ
け
で

好
成
績
を
収
め
る
成
果
に
対
し
、
他

町
村
の
講
師
か
ら
は
驚
き
の
声
が
あ

か
り
ま
す
。
現
在
は
、
剣
道
教
室
の

生
徒
も
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
少
な

い
中
で
も
実
の
あ
る
練
習
を
積
み
重

ね
、
各
地
の
大
会
に
参
加
し
、
活
躍

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
剣
道
教
室
は
来
月
下
旬
の

再
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
小
学
生

は
も
ち
ろ
ん
、
他
町
村
の
よ
う
に
、

一
般
者
や
女
性
も
大
歓
迎
、
剣
道
で

ダ
イ
エ
ッ
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
柳
）

歳
時
記
閏
（
う
る
う
）
年

　
今
年
は
閏
年
…
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
年
と
覚
え
て
い
る
方
が

多
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
三
百
六
十

五
日
の
収
入
で
三
百
六
十
六
日
を
暮

ら
す
の
で
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
厄
年
」

な
ど
と
い
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
閏
年
は
四
年

に
一
度
あ
り
ま
す
。
太
陽
が
春
分
点

を
ス
タ
ー
ト
し
て
黄
道
上
を
一
周
す

る
の
に
、
三
百
六
十
五
・
二
四
二
二

日
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
一
年
を

三
百
六
十
五
日
と
し
、
余
っ
た
分
を

ま
と
め
て
四
年
に
一
度
、
一
日
増
や

し
二
十
九
日
と
す
る
の
が
閏
年
で
す
。

　
こ
う
す
る
と
、
今
度
は
小
数
点
以

下
を
四
倍
し
て
も
一
日
に
は
な
ら
な

い
の
で
、
四
百
年
に
三
回
閏
年
を
な

く
し
て
平
年
に
し
て
い
ま
す
。

　
西
暦
が
、
四
で
割
り
切
れ
る
年
は

閏
年
…
で
す
か
ら
、
今
年
一
九
九
六

年
は
閏
年
で
す
。
そ
し
て
、
百
で
割

り
切
れ
る
年
は
平
年
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
四
百
で
割
り
切
れ
る
年
は
閏

年
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
西

暦
二
〇
〇
〇
年
は
閏
年
と
な
り
ま
す
。

　
閏
と
い
う
漢
字
に
は
、
余
る
、
余

計
、
正
当
で
な
い
な
ど
の
意
味
が
あ

り
「
閏
位
」
　
（
正
当
で
な
い
君
位
）

な
ど
と
使
わ
れ
ま
す
が
、
現
在
で
は

ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
言
葉
で
す
。

　
昔
は
、
閏
年
に
は
子
ど
も
が
で
き

や
す
い
な
ど
の
俗
言
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
ま
た
、
の
ん
び
り
し
た
人
を

「
閏
の
十
も
あ
る
よ
う
な
」
な
ど
と

冷
や
か
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
二
月
七
日
は
「
北
方

領
土
の
日
」
で
し
た
。
　
一
八
五
五
年

に
日
露
通
好
条
約
が
結
ば
れ
、
北
方

領
土
が
日
本
の
領
土
で
あ
る
こ
と
が

国
際
的
に
明
確
に
な
っ
た
日
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
北
方
領
土
へ
の
関

心
を
深
め
た
い
も
の
で
す
。
※
翌
年

一
八
五
六
年
が
閏
年
で
し
た
。
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一
月
十
四
日
、
平
成
八
年
度
の
東

京
松
代
会
新
年
総
会
が
渋
谷
駅
前
の

東
急
文
化
会
館
ゴ
ー
ル
デ
ン
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
代
町
か
ら
も
、
町
長
始
め
多
勢

の
方
々
が
、
バ
ス
三
台
で
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
来
賓
と

し
て
、
高
鳥
修
、
白
川
勝
彦
両
衆
議

院
議
員
を
始
め
多
く
の
関
係
団
体
の

方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
総
勢
二

百
五
十
名
と
、
今
迄
に
な
い
盛
会
の

内
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
新
年
総
会
は
、
東
京
松
代

会
創
立
よ
り
五
年
余
り
献
身
的
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
関
谷
徳
次
郎
会
長

か
ら
二
代
目
の
市
川
昭
二
会
長
へ
の

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
メ
イ
ン
に
な
る
総

会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
三
日
前
に
辞
任
し
た
村
山
総
理
は

米
　
持
　
新
吉

（
千
蕪
鉾
纏
住
）

一
年
半
で
し
た
が
、
関
谷
会
長
は
五

年
余
り
と
三
倍
強
の
期
間
、
発
足
時

か
ら
多
く
の
諸
行
事
を
成
功
さ
せ
、

会
員
も
約
千
名
を
数
え
る
大
き
な
組

織
に
育
て
ま
し
た
。
改
め
て
、
そ
の

ご
労
苦
に
敬
意
を
表
し
た
く
思
い
ま

す
。　

市
川
新
会
長
は
、
こ
の
大
役
を
引

き
継
ぎ
、
更
な
る
前
進
を
し
た
い
と

そ
の
決
意
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
先
に
発
行
さ
れ
た
東
京
松
代
会

会
報
の
中
で
、
来
年
開
通
す
る
北
越

北
線
の
開
通
記
念
事
業
に
は
、
東
京

松
代
会
の
総
力
を
結
集
し
て
そ
の
祝

賀
行
事
を
成
功
さ
せ
た
い
と
強
調
さ

れ
て
い
ま
す
．

　
「
あ
の
故
郷
に
列
車
が
走
る
！
」

こ
れ
は
夢
の
ま
た
夢
で
し
た
が
、
現

実
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
新
幹
線

経
由
で
北
越
北
線
に
乗
れ
ば
、
二
時

間
弱
で
「
ま
つ
だ
い
駅
」
に
着
く
の

で
す
。
松
代
か
ら
東
京
へ
の
通
勤
も

夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
こ
れ
・

か
ら
の
農
業
は
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
時
代
に
入
る
と
思
い
ま
す
。

雪
国
だ
け
の
特
産
物
を
開
発
し
て
町

を
興
し
、
首
都
圏
と
松
代
と
の
交
流

を
一
段
と
活
発
に
し
て
町
の
発
展
に

連
な
る
よ
う
に
と
願
う
も
の
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
京
松

代
会
の
新
年
総
会
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
町
当
局
の
皆
様
、
故
郷
の

皆
様
、
華
や
か
な
神
楽
を
ご
披
露
く

だ
さ
い
ま
し
た
神
楽
保
存
会
の
皆
様

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼広い会場もいっぱいになりました

．一　　　　　・，一撫禰醐

鱈
後
臼
◎
摺
恥
§
の
陣

　
　
平
成
八
年
三
月
九
日
（
土
）
～
十
日
（
日
）

主
　
催
ー
越
後
松
代
幕
府
（
松
代
町
・
冬
の
陣
実
行
委
員
会
）

後
　
援
h
テ
レ
ビ
三
局
、
ラ
ジ
オ
ニ
局
、
新
潟
日
報
な
ど

あ
な
た
も
テ
レ
ビ
に
映
り
ま
す
。
新
聞
に
も
載
り
ま
す
。

　
　
　
東
京
松
代
会
で
は
今
年
も
参
加
し
ま
す
。

　
松
代
城
下
（
町
民
グ
ラ
ン
ド
）
の
雪
上
大
舞
台
で
は
、
歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
…

食
い
倒
れ
横
丁
で
は
、
ふ
る
さ
と
自
慢
の
味
が
勢
ぞ
ろ
い
…

そ
し
て
懐
か
し
い
顔
・
顔
・
顔
が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
…
…
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
…
…

　
往
復
貸
切
り
バ
ス
の
一
泊
旅
行
で
す
。

　
夜
は
、
名
湯
に
ゆ
っ
く
り
つ
か
り
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
…
…

　
…
あ
な
た
も
長
生
き
…
…
　
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
九
日
（
土
）
ー
午
前
七
時
三
十
分
・
J
R
上
野
公
園
口
を
出
た
と
こ
ろ
に
集

　
合
、
貸
切
り
バ
ス
ニ
台
に
分
乗
・
出
発
…
…
お
昼
ご
ろ
松
代
着
．
ア
ト
ラ
ク

　
シ
ョ
ン
見
物
…
当
夜
は
、
松
之
山
温
泉
・
凌
雲
閣
と
芝
峠
温
泉
に
分
宿
・
懇

　
親
会

　
十
日
（
日
）
ー
午
前
中
、
大
舞
踊
会
見
物
…
「
の
っ
と
れ
松
代
城
」
鉄
人
レ

　
ー
ス
観
戦
…
午
後
一
時
過
ぎ
松
代
発
…
東
京
着
午
後
六
時
の
予
定

会
　
費
“
男
性
一
二
万
八
千
円
、
女
性
”
二
万
七
千
円

申
込
”
案
内
状
同
封
の
返
信
ハ
ガ
キ
に
て
、
平
成
八
年
二
月
二
十
日
（
火
）

　
　
　
　
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
皆
様
お
誘
い
あ
っ
て
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
行
委
員
長
　
関
谷
　
　
孝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
艶
0
4
8
9
1
4
3
－
7
3
7
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
片
山
　
徳
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
艶
0
4
5
1
5
0
1
－
5
9
8
4
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鐘
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六
　
花

柚
子
浮
か
ぶ
一
番
風
呂
を
も
て
な
さ

る
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茶
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入
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に
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淡
　
水

中
国
の
小
筆
使
ひ
て
筆
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
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踏
い

，

乳
肖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
瓢
呪
，

1
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
ー
目
　
　
フ
㍉
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
r
“
ポ
　
　

　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汽
、
㎏
斑
『
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
晩
む
ノ
ー
㍗
ぼ
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
甲
涛
些

　
　
　
　
　
　
　
　
　
κ
」
㍉

　
　
　
　
　
　
賃
　
　
　
　
　
6
刀

　
　
　
　
猷
‘
　
　
　
　
　
－
溜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
酊
帽
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
悟
幣

　
参
洗
／
　
　
雛
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
i
㌔
パ
氏
η

　
　
　
－
〆
，
ー
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
・
F

ラ
　
　
　
‘
　
、
〃
　
，
靴
引

Z
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匹
臼
－

　
　
も
　
ー
、

力
－
ー
　
　
　
　
　
汐
ワ
　
　
　
罵
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
〕
ー

　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
，
摺
、

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
州

　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
、
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＼

蒜
無
し
先
づ
は
感
謝
の
大
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
代

鉄
瓶
の
た
ぎ
る
音
の
み
毛
糸
編
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
子

還
暦
や
万
感
を
秘
め
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に
合
ひ
た
る
初
暦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

婚
約
の
二
人
揃
ふ
て
年
賀
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

　
　
蒲
生
句
会

堪
忍
の
緒
が
切
れ
し
ご
と
雪
降
り
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

孫
帰
り
二
人
静
か
に
密
柑
む
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

ゆ
で
蛸
の
ご
と
初
風
呂
を
躍
り
出
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

数
へ
日
の
一
人
に
さ
れ
し
爪
を
前
刀
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
　
峰

初
詣
審
銭
箱
に
雪
少
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

行
く
年
や
可
も
な
く
不
可
な
く
鐘
の

音
　
　
　
　
　
　
　
山
葉

捨
て
水
を
箸
ほ
ど
に
し
て
寒
の
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

七
草
や
箸
持
つ
孫
の
ひ
ざ
小
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

風
邪
ひ
く
な
常
に
優
し
き
背
な
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

寒
の
雨
屋
根
打
つ
音
に
高
枕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

　
　
短
　
　
　
歌

入
れ
歯
洗
ふ
母
を
厭
ひ
し
日
の
遙
か

わ
れ
に
も
同
じ
し
ぐ
さ
す
る
日
日

七
回
忌
父
の
話
題
も
薄
れ
き
て
み
な

が
八
十
路
の
母
を
気
遣
ふ

　
　
（
埼
玉
）
　
　
斉
藤
　
文
雄

竜
巻
き
の
如
く
吹
雪
の
舞
上
が
る
峰

の
い
で
湯
の
姿
隠
し
て

か
く
老
い
て
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
を
押
し

居
れ
ば
体
ほ
て
り
て
力
湧
き
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
富
沢
　
和
風

白
雲
の
千
切
れ
て
出
づ
る
雪
の
山
尾

根
の
木
立
は
た
て
が
み
を
な
す

　
　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

鴻奉瞬レ

　
　
Ω

“

　
　
　
ハ

雨
．

郵
レ

．
：
．
♪
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む
イ

“
　
－

　
＼
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1
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￥
9
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解
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。
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∠
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、

　
　
　
～
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ペ

　
　
　
0
っ

ヶ
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％
4
u
旨
鑛
4
一
一

　
　
　
　
』
　
ド

（偲

凱罫囎　．巾

職ヲ、補

　
睦

ρ
　
　
　
彦

　
　
　
藁
c

　
　
　
　
〃

ウ
レ
∋
、
で
？

つ
●
　
　
　
　
（

葱
ヲ

　
　
　
　
・
ぐ
（
蔚

q
．
　
　
　
〆

　
　
　
篭
コ
ヤ
き

　
　
　
　
、
●
4

顯
顯
懸
箋
鑛
灘
馨
．
』

　
　
　
繍
講
灘
懸
鎗
鑓
灘
．
難
鞭

　
長
寿
梅
は
、
も
と
も
と
山
陰
地
方

に
自
生
し
て
い
た
植
物
で
す
。
四
季

咲
き
性
で
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は

小
さ
な
照
葉
と
朱
紅
色
の
花
の
調
和

が
す
ば
ら
し
い
の
で
す
が
、
冬
の
枝▲赤花種

の
繊
細
さ
も
ま
た
大
き
な
魅
力
で
、

花
物
盆
栽
の
中
で
も
こ
れ
だ
け
豊
か

に
鑑
賞
が
で
き
る
の
は
、
長
寿
梅
を

お
い
て
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
盆
栽
界
で
培
養
さ
れ
て
い

る
長
寿
梅
は
、
小
葉
種
、
大
葉
種
、

白
花
種
の
三
種
類
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

花▼白

圏
　
　
　
　
出
題
　
名
人
　
武
宮
正
樹

　
　
黒
先
生
き
・
5
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
：
・
白
の
ダ
メ
ヅ
マ
リ
を
突

　
　
い
て
。

　
　
3
分
で
1
級
、
2
分
以
内
で
有
段

　
　
者
。

　　　　　　　　　o製号～き49蓄3
コラ日’君切マε’1蕾〈麹玉妥異〉

①乙
⑨ウ
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MATSUDAl

N　H　K学園の生涯学習で

自己を高める学習を！

　いま、カルチャースクールや

通信教育で学習を楽しんでいる

人が増えている。「生涯学習」時

代といわれて久しいが、どうや

ら定着した感がある。多くの教

育団体がある中で放送を利用し

て学ぶという画期的な考え方で

スタートしたNHK学園は、30
年余｝）の歴史をもって通信講座

を実施しており、全国でも最高

レベルの信頼を得ている。

　同学園の生涯学習通信講座は

『一生の間には多種多様の学ぶ

機会があり、また、求めて多様

な学習をしてこそ人生である』

との学園創立当時からの考えに

基づき開設されたもので、通信

教育での長い指導経験と、放送

番組作1）のノウハウが生かされ

た独自の学習システムをとって

いる。

　現在、俳句・短歌・書道・文

学・写真・絵画・語学、それに

資格のとれる講座など、趣味と

教養の講座を多く開講するほか

四月からは、今人気のホームヘ

ルパー2級の講座も開かれる。

受講者は、毎年25万人ほどとい
う。

　受講の申し込みは、随時受付

けるということなので、あなた

もこの機会に自己を高める講座

にチャレンジしてみてはいかが

だろうか。詳しい案内をご希望

の方は、下記に連絡すれば資料

を送ってくれる。（案内書無料）

〒186国立市富士見台

　　　NHK学園　8E　O1係
　　　　　智0425－72－3151

ぐ小学生のための国際交流一一一一一一一一一一一一一一一一一、

「ちびっこ探険学校ヨ回ン島」

在日外国人の子供たちと共同

1生活をしながら、言語・習慣の

1違いを超えて友情を深め、人間
◆

1として共感することを学び、国

全際感覚を身につける第一歩とし
‘
もます。
，

1【定員】　小学生360名（原則と
す

1して2月末現在で3年生以上）
◆

1【期間】　3月27日～4月3日
き

1　　　　　　　　　7泊8日
‘

　　　　　　　　　　　　　◆
　　　　　　　　　　　　　◆
　　参加者募集！ノ　1
　　　　　　　　　　　　　◆
　　　　　　　　　　　　　‘
【場所】　鹿児島県大島郡与論町1

【費用】　100，000円　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　◆
【事業説明会】　　　　　　　　1

・2月25日（日）　15：00～16：30　重

　　　　　　　　　　　　　‘
新潟商工会議所盈025－223－62711

【申込・資料請求、聞合わせ】　1

　　　　　　　　　　　　　◆〒160新宿区四谷2－11大村ビ　・
　　　　　　　　　　　　　虫
　ル3F㈱国際青少年研修協会1
　　　　　響03－3359－84211
　　　　　　　　　　　　　全

も，凶トゆ、，1胸ひ，，かψ．，『、騨◆贈◆，，”ゆ瀞◎雛ゆ。II膨◆輔1トゆ」，、Ilト→凶、罐ψ壷φ．一1駒◆明君匝φ・鞭ψ・ゆ→輔kφ・411噂・鞭ゆrlレ◆槽ゆ噛◆襯◆ψ◆槽・◆砂◆㊥φ“◆・瀞・“・即・夢鼎O

　　　　　　　　　　　　　　陛総合労働相談会
　働いていて疑問に思うこと、

納得の行かないこと、他人には

聞けない悩みなどなんでも承1）

ます。相談は無料で、相談内容

のプライバシーには充分配慮し

ます。なお、電話による相談も

お受けします。岱025－246－3259

【日時】平成8年2月14日（水）

　　午前10時～午後4時まで
【会場】新潟市万代4－1－6

新潟日産生命ビル内　新潟雇用

促進センター4階セミナー室

【応対者】労働行政機関の職員

（参加機関）労政課、職業安定

課、雇用保険課、職業能力開発

課、新潟労働基準局、新潟婦人

少年室、新潟雇用促進センター

【相談事項】　就職、賃金不払い、

解雇、失業給付、パートタイム

労働など働くことに関すること

ならなんでも応じます。

【問い合わせ】

　新潟県商工労働部労政課

　　　労働経済係　小田、辻

　盈025－285－5511⑧2812・2813

新潟県の最低賃金

◆県内すべての事業場で働く、

すべての労働者に適用

《発　効》平成7年10月1日

《賃金額》日　額4，710円F

　　　　　時間額　　589円

＊＊＊産業別最低賃金＊＊＊

◆各種商品小売業

《発　効》平成7年12月14日

《賃金額》日　額5，134円

　　　　　時間額　643円

◆自動車（新車）、

　自動車部分品・付属品小売業

《発　効》平成7年12月14日

《賃金額》日　額5，374円

　　　　　時間額　　674円

◆電気機械器具製造業

《発　効》平成7年12月17日

《賃金額》日　額5，402円

　　　　　時間額　　676円

※時間額は時間給制の労働者に

日額はそれ以外の労働者にそれ

ぞれ適用されます。

詳しくは、

　十日町労働基準監督署

　智0257－52－2079　菊地まで
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相続登記は

鯉

お早めに◆／

新潟県司法書士会

　新潟県司法書士会（会員348

名）では、毎月2月の1ヵ月間

を『相続はお済みですか月間』

と定め、相続登記についての無

料相談を実施しております。

　相続登記をしていませんと、

いつの間にか相続関係者が多く

なり、その間に土地高騰や感情

のもつれ等トラブルや障害が発

生する恐れもあり、多い時には

100人にもなる相続人を捜し出

し、相続登記についての協力を

お願いして回らなければならな

くなってしまうという例もあり

ます。

　また、税金の申告が済んでい

るからといって、それで相続登

記が完了したわけでもありませ
ん。

　この機会に、お近くの司法書

士にお気軽にご相談ください。

相続登記について、無料でご相

談に応じております。

　その他、登記に関する諸問題

について、毎週水曜日の午後、

下記電話で「テレホン相談」に

も応じておりますのでご利用く

ださい。

「司法書士テレホン相談」

　　　　　智　025－228－1589

　なお、ご不明の点は、新潟県

司法書士会へお尋ねください。

　新潟市古町13番町5160番地

　　　　新潟県司法書士会

　　　　智025－228－1589㈹）

15

東京方面の学生のために

新入寮生募集！
　上越学生寮では、春の新入寮

生を募集しています。ただし、

今年4月から東京方面の大学、

専門学校に進学する予定の男子

に限ります。

【寮の経費】　入寮金　15，000円

　　　　毎月の寮費　35，700円

　　　（朝夕26日食事した場合）

【入寮人員】　男子のみ、約26名

　新入寮生が13名以下の場合、

全員が一人部屋の予定。それ以

上の場合、二人部屋である。

【選考日時】　3月3日（日）

　　　　　　午後1時より

【選考場所】県立高田高等学校

【選考方法】　面接による。

【入寮資格】

○本籍地が上越地方であること。

○出身高等学校の所在地が上越

　地方であること。

○当寮より通学可能な大学、専

　門学校に入学見込み、または

　在学していること。

【提出書類】　☆入寮願書☆履歴

書、身上書（写真貼付）☆健康

診断書☆返信用封筒（あて名を

記入し、切手を貼付したもの）

以上の書類を2月末日に下記に

送付願います。（当日持参も可）

【合格発表】　1週間以内に通知

【手数料】　1，000円

【その他】☆入寮願書は進学

係及び当寮へ直接請求すること。

☆選考当日の遅刻は1時間に限

りこれを認める。上履き持参。

【言羊しくは】　　智03－3600－6481（呼）

〒125葛飾区金町1丁目23－10

　　　㈱上越学生寮選考委員会

　J　R常磐線金町駅下車、

　南口より徒歩12分です。

安塚警察署の
電話番号が変わりました

　安塚警察署の電話番号が2月

1日から変わりました。今まで

よりも分かり易い番号となりま

したが、お間違えのないように

ご協力ください。

【新電話番号】

　　02559－2－0110

ご存じですか？

　　検察審査会
　交通事故、詐欺などの被害に

遭って警察や検察庁に訴えたの

に、その事件を裁判にかけてく

れない（不起訴処分）、どうも納

得できない。こんな不満をお持

ちの方はいませんか。

　検察審査会は、選挙権を有す

る国民の中から「くじ」で選ば

れた11人の審査員が国民を代表

し、住民として健全な良識にし

たがって、検察官の不起訴処分

を調べ直してくれる民主的な国

の機関です。

　申し立てには費用は一切かか

『）ません。お気軽にご相談くだ

さい。なお、詳しいことは高田

検察審査会事務局（新潟地方裁

判所高田支部）にお問い合わせ

ください。　暦0255－24－5160

◆珠算検定（1～8級）

回数 贈込受付期間 試験日
4月11日㈲～ 6月9日

第103回

5月10日㈹ （第2日曜）

9月19日休）～ 11月17日
第104回

10月18日㈹ （第3日曜）

12月19日休）～ 平成9年

第105回 平成9年 2月16日

1月17日㈹ （第3日曜）

◆小売商（販売士）検定試験

圃数 聯込受付期間 試験日

第38回
（3級）

5月20日（月）～

　6月7日㈲

7月3日
（第1水曜）

第24回
（2級）

8月19日（月〉～

　9月6日㈲

10月2日

（第1水曜）

第24回
（1級）

第39回
（3級）

12月24日（幻～

平成9年

　1月24日㈹

平成9年

2月19日

（第3水曜）

◆簿記検定試験

覇込受付朔闘 試験日

3級
10月11日働～

　11月8日㈹

12月6日

（第1金曜）

※詳しくは商工会へ　7－2006



喝」‘

大阪で
知りあってノ

　
松
代
町
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

私
は
、
こ
の
町
に
帰
っ
て
き
て
一
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
大
阪

で
七
年
問
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、
大
阪
と
聞
い
た
ら
あ
ま

り
良
い
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
私
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
や
っ

ぱ
り
生
ま
れ
育
っ
た
松
代
町
の
方
が

い
い
の
か
な
。
緑
も
あ
り
、
ス
キ
ー

も
で
き
る
し
、
温
泉
も
近
い
こ
と
が

小嶋健志さん
　　　　　美鈴さん

（犬伏・やちむけ）

魅
力
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
人

の
温
か
さ
は
私
に
と
っ
て
本
当
に
勉

強
に
な
り
ま
す
。

　
仕
事
は
、
た
だ
い
ま
松
城
工
務
店

で
働
い
て
い
ま
す
。
会
社
の
方
々
は

と
て
も
優
し
く
て
、
ま
た
、
楽
し
く

て
、
私
は
こ
の
職
場
に
働
け
て
良
か

っ
た
で
す
。
毎
日
が
私
に
と
っ
て
は

勉
強
で
す
が
、
一
日
も
早
く
一
人
前

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
志
記
）

　
主
人
と
こ
の
松
代
町
に
戻
っ
て
き

て
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
過
ぎ
て
み

れ
ば
一
年
と
い
う
の
は
、
あ
っ
と
言

う
間
で
し
た
。

　
大
阪
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
に
と
っ

て
こ
の
一
年
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味

で
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
都

会
に
住
ん
で
い
る
と
、
隣
は
ど
ん
な

人
な
の
か
、
何
を
し
て
い
る
の
か
分

か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

こ
の
町
は
そ
う
い
う
の
が
無
く
、
み

ん
な
気
さ
く
に
話
し
か
け
て
く
れ
た

り
し
ま
す
。
お
か
げ
様
で
私
も
、
犬

伏
で
は
と
て
も
良
く
し
て
い
た
だ
い

て
『
第
二
の
わ
が
家
』
が
で
き
た
と

喜
ん
で
い
ま
す
。

　
昨
年
の
秋
、
大
阪
の
と
も
だ
ち
を

芝
峠
温
泉
に
連
れ
て
い
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
友
達
が
「
安
く
て
こ
ん
な

い
い
温
泉
に
入
れ
て
い
い
ナ
ア
」
と

う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
ま
し
た
。
都
会

は
、
温
泉
と
い
う
と
．
健
康
ラ
ン
ド
”

と
い
う
所
な
の
で
料
金
が
高
い
の
で

す
。
だ
か
ら
、
と
も
だ
ち
は
大
阪
に

帰
っ
て
か
ら
も
「
ま
た
遊
び
に
行
っ

て
温
泉
に
入
り
た
い
」
と
電
話
の
度

に
言
い
ま
す
。
い
つ
で
も
好
き
な
時

に
入
り
に
行
け
る
私
は
得
だ
ナ
ァ
ー

と
思
い
ま
す
。

　
今
私
は
、
こ
ち
ら
に
来
て
と
て
も

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
そ
う
思
っ
て
行
け
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
美
鈴
　
記
）

　男　　2，361人　　（±0人）

　女2，421人（一2人）
　計4，782人（一2人）
世帯数1，477世帯（±0世帯）

　出生1人　　死亡5人
　転入5人　　転出3人
　　　（8年1月末日現在）

一人ロの動き一

圖
園
圓
圃

▼
人
間
は
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
を
必
要

と
す
る
動
物
…
…
阪
神
大
震
災
で
ボ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
た
た

ン
テ
ィ
ア
の
若
者
を
讃
え
た
新
聞
報
道

の
中
か
ら
見
つ
け
た
言
葉
で
す
。
非
行

歴
が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
た
め
に

な
る
こ
と
を
し
た
自
分
の
存
在
が
社
会

に
認
め
ら
れ
た
時
の
喜
び
は
人
生
観
を

も
変
え
る
も
の
。
▼
昨
秋
、
宮
田
洋
次

郎
さ
ん
が
東
京
松
代
会
で
講
演
さ
れ
ま

し
た
。
「
震
災
の
現
場
に
た
く
さ
ん
の
若

者
を
見
た
。
今
の
若
者
も
捨
て
た
も
の

じ
ゃ
な
い
」
▼
松
代
町
で
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
は
積
極
的
。
イ
ベ
ン
ト
の
時
に

は
、
忙
し
い
中
を
い
つ
も
大
勢
の
方
の

協
力
で
救
わ
れ
て
い
ま
す
。
▼
し
か
し

大
災
害
の
時
は
み
ん
な
が
被
災
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
自
分
や
家

族
の
安
全
を
確
か
め
、
そ
し
て
隣
人
に

…
。
▼
日
頃
か
ら
交
通
事
故
や
健
康
に

気
を
つ
け
「
社
会
に
必
要
」
と
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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圃翻鋤團回
（12月23日～1月25日受付）

幸せ多い人生を（結婚）

山賀　一・ぺ財・マリーアンローストゥバル歳

　　　　　（松代・善宗塚住宅）

柳　重和・ボルトロン・リッチェルシバ歳

　　　　　　　　（孟地・下村〉

小島保男・ベラルデ・リーナガスタリャ歳

　　　　　　　　（犬伏・忠円）

げんきな良い子に（出生）

　
　
　

さ
ん
年

美
甚

寿
・

満
伏

・
犬

浩
・

　
　
子

㌧
の

た
太
男

幅
竜
（

本山

ご冥福を祈ります（死亡）

宮澤　定芳歳　　　62歳

　　　　　　（松代・みなみ）

矢代　カツ歳　　　74歳

　　　　　　（松代・やしろ）

山岸　勝重凱　　　89歳

　　　　　（蒲生・権兵工田）

高橋　マス哉　　83歳
　　　　　　　（莇平・村上）

山岸　房子歳　　　47歳

　　　　　（松代・いやはら）

ずわこつ
）

＊名人は人をそしらず

　ひとつのことにすぐれている

人は、人の短所や悪口などは言

わないということ。

＊人は一代、名は末代

　人の命は死んだら終わ㌃）だが、

名誉は長く語セ）継がれるもので

ある。生に執着するよひ）、長く

語｝）継がれる行いを残しなさい

といっこと。
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